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１５名の６年生が、この佳き日に、津山市立秀実小学校

を巣立っていきます。今年度は、新型コロナウイルス感染

防止のため、卒業生・保護者・教職員だけの卒業式となり

ます。今までにない卒業式となってしまい、それぞれの皆

さんにそれぞれの思いがおありのことと思います。特に卒

業生・保護者の方には、いかばかりかとお察しします。当

日は、教職員一同、在校生や来賓の方の思いも含めて、心

を込めてお祝い・お送りいたします。 
 

学校自体も 3 月 2 日から休校となり、子どもたちも保護者の方も、暮らしが大きく変わ

り戸惑いや負担が大きいことと思います。今回のことは前代未聞のことで、世の中全体が、

最初はどうしたら良いのだろうと戸惑いも大きかったのですが、少し時間が経ち、行政・企

業・個人で様々な工夫が考え出されるようになってきました。学習や運動のためのコンテン

ツがネットで提供されたり、学童クラブ以外に子どものための居

場所を提供する人がいたり、困難な事態にみんなが知恵を出し合

って立ち向かっているように思います。 
 

最近は、自然災害や今回のような新型の感染症など、これまで

になかった、しかも大規模なことが次々と起きているように思い

ます。そのたびに、みんなが知恵を出し合ったり助け合ったりし

て乗り越えようとしています。これが、人間の素晴らしさだなと

思いました。 
 

そういう点で、今年の卒業生は、それぞれが自分の持ち味をしっかり発揮しながらお互い

に助け合い補い合って、学校を引っ張っていってくれたように思います。何をするにしても

「やる気」がありました。何事にもまじめに取り組みました。どうなればいいのか、そのた

めにどうすれば良いのか、準備段階でしっかり意見を出し合いました。実行するときには自

分達がしっかり動いて、下級生に具体的にやり方を示して教えていました。6年生のおかげ

で、学校に活気がありました。卒業後も、この勢いできっと活躍してくれることと思います。

大いに期待しています。 

 
 

 保護者・地域の皆様、今年度も秀実小学校の教育にご支援ご協力く

ださりありがとうございました。来年度も職員一同、今年度をしっか

り反省し、子どもたちがより成長していけるよう頑張って参ります。

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

日 曜 行事 給 下校 

１ 水 学年始め休業日   

２ 木    

３ 金 PTA三役会 19:00   

４ 土     

５ 日    

６ 月 始業準備（５・６年のみ登校日） × 11:35 

７ 火 始業式・着任式 × 11:35 

８ 水 入学式 ○ 11:35 

９ 木 給食開始 通学班会 短５ ○ 14:20 

10 金 退任式 委員会 ○ 通常 

11 土      

12 日      

13 月 身体測定 ○ 通常 

14 火 避難訓練 ○ 通常 

15 水  ○ 通常 

16 木 全国・県学力学習状況調査 ○ 通常 

17 金 参観日・学級懇談・ＰＴＡ総会 ○ 14:15 

18 土    

19 日    

20 月 家庭訪問 ぶっくまる巡回 ○ 13:30 

21 火 全校朝の会 家庭訪問 尿検査 ○ 13:30 

22 水 家庭訪問 尿検査 ○ 13:30 

23 木 歯科検診 ○ 通常 

24 金 交通指導 なかよし班顔合わせ ○ 通常 

25 土    

26 日    

27 月  ○ 通常 

28 火 春の遠足（地区別下校） × 地区 

29 水 昭和の日   

30 木 眼科検診   

５月１日（金）内科検診 

１２日（火）プール掃除 

１４日（木）新体力テスト 

１６日（土）～１７日（日）資源回収  

２１日（木）～２２日（金）５年海事研修 

２５日（月）プール開き 

２７日（水）参観日・救急法 

ベヒシュタインピアノの来歴 

 秀実小のベヒシュタインピアノは、大正 15

年3月、創立50周年を記念して贈られました。

百年誌には、「本校同窓会自彊会より」とあ

りますが、実は、油木出身の「角田ちまた」

さんが寄贈された物でした。しかし、角田さ

んは、「名前は出してくれるな。」とおっし

ゃって、自彊会からということにしたそうで

す。角田さんは、アメリカに渡り、そこで事

業に成功（楽器店を経営？）されました。ふ

るさとのことは、離れていても大切に思われ

ていて、「何かさせてもらいたい」というお

気持ちから贈ってくださったそうです。同時

に蓄音機 1 台とラジオ 1 台も贈られました。  

このことは、やはり油木出身の「河原そよ」

さん（102 歳）に教えていただきました。当

時河原さんは、小学校 3 年生か 4 年生で、他

の学校にない立派なピアノが大変自慢に思え

たそうです。「秀実小学校の宝です。」とお

っしゃっていました。 

私事ですが、今年度をもちまして定年退職

いたします。3 年間皆様には、多岐にわたっ

て大変お世話になりました。心から感謝申し

上げます。最後の勤務を秀実小学校で終えら

れることを本当に幸せに思います。今後も 

このご縁は大切にしていき 

たいと思います。 

 皆様のご多幸をお祈り 

いたしております。 

校長  桑山幸恵 
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